




学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
（  正保 佳史  ）  印 
 
Vaccination Status and Antibody Titers against Rubella and Measles among  






























を「seronegative」、16-128 IU/mL を「seropositive」、≧256 IU/mLを「seroprotective」と
した。 
 
 
博士課程用（甲） 
  
結果及び考察 
風疹 
対象者841名中719名（85.5%）は風疹ワクチン2回接種、120名（14.4%）が1回接種、2名（0.2
%）は未接種であった。風疹ワクチン1回接種者120名のうち84名は幼児期、36名は10代初期での
ワクチン接種であった。ワクチン接種歴のある839名のうち371名（44.1%）はseropositive、462
名（54.9%）がseroprotectiveであった。10代初期での風疹ワクチン1回接種者のseroprotectiveの
割合は、他の群と比較して有意に高かった。幼児期での1回接種者と2回接種者のseroprotectiveの
比率は同様であった。風疹ワクチンを2回接種しても抗体が陽性にならない学生も4名（0.6%）認
められた。以上の結果から風疹抗体価とワクチン接種回数に明らかな関連性はなく、2回のワクチ
ン接種を実施しても抗体が陽性にならない学生の存在が明らかになった。 
 
麻疹 
対象者841名中738名（87.8%）は麻疹ワクチン2回接種、103名（12.2%）が1回接種であった。
麻疹ワクチン1回接種者103名のうち88名は幼児期、15名は10代初期でのワクチン接種であった。
841名のうち107名(12.7%)はseropositive、731名(86.9%)がseroprotectiveであった。麻疹ワクチン
2回接種者のseroprotectiveの割合は他の群と比較して有意に高かった。幼児期での麻疹ワクチン1
回接種のseroprotectiveの割合は、他の群と比較して有意に低かった。また、2回接種者の抗体価
（1138.8 IU/mL）は1回接種者の抗体価（1040.6 IU/mL）よりも高値の割合が高かった。2回の
ワクチン接種を受けた738名の学生のうち、651名（88.2％）がseroprotectiveであった。麻疹ワク
チンを2回接種しても抗体が陽性にならない学生2名（0.3%）も認められた。以上の結果から麻疹
抗体価とワクチン接種回数は関連しているものの2回のワクチン接種を実施しても抗体が陽性にな
らない学生の存在が明らかになった。 
 
結語 
本研究では以下の3点が明らかになった。1) 麻疹抗体価はワクチン接種回数に関連するが、風疹
抗体価は関連しない。2) 入学時に風疹・麻疹ワクチンの2回接種を終了していない保育系の女子学
生は全体の10％以上であった。3) 2回のワクチン接種にも関わらず抗体が陽性にならない学生が
少数ながら（0.3～0.6%）存在する。 
JSIPCによる医療従事者向けのガイドラインでは風疹・麻疹の既往歴やワクチン接種歴が不明な
場合は抗体価を測定せずワクチンを2回接種することを推奨している。我々の検討では抗体価を測
定することでワクチンを2回接種しても抗体が陽転化しない学生の存在が確認できた。ワクチンを
2回接種しても抗体が陽性にならない学生への対応（ワクチン追加接種や保育実習参加の検討）、
および今後の感染の有無につき経過観察と教育指導を行う必要があると思われる。 
 
